新型コロナウイルス感染拡大を防ぐため、5月9日（土）に予定されていた第16回定期総会が中止され、通常の理事会が総会代行を兼ねて開催された。尚、総会のために提出された委任状は550名であり、正会員（3390名）の10分の1以上を満たしていることを記録として残す。理事会議事録　令和2年度第1回理事会（定期総会に代えて）令和2年8月4日（火）20：00～21：00


1．議長選出　　現理事長の大西宏明先生が議長を務める。

2．会長選挙及び理事選挙開票結果報告
選挙管理委員長植村信久先生（昭和61年卒）から、総会開催予定日に小規模に実施した公開開票の結果報告があった。（選挙管理委員長植村信久先生、平川栄一郎先生、事務局の3名による立ち合い開票）
●会長選挙
立候補が平川栄一郎先生（昭和61年卒・第1期生）のみであるため、信任投票を実施し、5月7日の投票締切日までに届いた郵便投票を5月9日の公開開票にて集計し、平川栄一郎先生が信任556票を獲得し同窓会会長に就任された。
◆全投票数　　571票
有効票　569票、　無効票　2票　　※無記名は無効。
有効票のうち、信任 556票、不信任　1 票、白票　12票
●理事選挙
信任投票の結果、有効投票数の過半数以上の信任があり、会則※に基づき、理事が決定した。
◆全投票数 　569票
有効票　528票、　無効票　1票　　※無記名は無効。
有効票のうち、信任票　527票、　不信任票　1票

※第5章第25条「理事選出は各卒年同窓の推薦にて理事候補となり、会員の有効投票数の過半数を得て、信任と承認されたものが理事となる。」

3．会長所信表明並びに新執行部人事の発表
信任された平川栄一郎新会長（昭和61年卒・1期生）による所信表明が行われ、新年度の執行部役員が発表された。

4.理事長並びに常任委員会委員長選出
事前に新年度理事に行ったアンケートで推薦が一番多かった大西宏明先生に、理事会の承認と本人の承諾をもって、今年度も引き続き理事長に就任いただくことが決定した。	
次に、希望アンケートに基づいて、4つの常任委員会への理事配置案が事務局から提示され、承認された。引き続き、各委員会の最年長の卒年の先生が委員長に就任いただくという通例に従って、監査委員会（西田智子先生）、選挙管理委員会（河井信行先生）、懲罰委員会（植村信久先生）、定款委員会（上枝宏和先生）にお願いすることとなった。

5.平成30年度・令和元年度事業報告
平川会長から、平成30年度・令和元年度の事業報告が行われた。

6.令和元年度決算報告及び監査報告
出口一志事業局長より、令和元年度（平成31年4月1日から令和2年3月31日）の決算報告があった。監査委員会並びに二見・岩村会計事務所の監査報告書も資料とされた。

7.令和2年度予算案承認		
出口事業局長より、令和2年度の予算案の説明が行われた。理事から、コロナ禍にある今年度は従来と違って、留学、国際交流の学生援助費や、講演会が延期・中止となる可能性が高いため、それに代わってコロナに関連した項目に予算を考えてはどうかという意見が挙がった。
　これに対して平川会長から、コロナ関連の追加予算として、①今後のためにWEB会議システムを取り入れるための10万円、②学生のPCRプーリング検査体制構築の支援として50万円の2点の提案があった。学生のプーリング検査体制構築支援については薬理学西山成教授、耳鼻咽喉科学星川広史教授から以下の提案説明があった。コロナ禍でポリクリの学生が病院実習を受けることができない状態が続いており、その打開策として、7月28日にアメリカのFDA（アメリカ食品医薬品局）で承認されたプーリング検査の体制作りを香川大学医学部で進め、学生の陰性確認を一斉に行うことで臨床実習の再開を後押ししたい。しかしながら、そのための資金が現状では大学に望めず、讃樹會に支援をお願いしたいというものである。
理事から、「臨床実習は医学部教育の一つで本来は大学が費用を出して行うべきであり、仮に陰性確認ができても臨床実習を大学が再開するという確約はないため、検査が無駄になる可能性もあるのでは」との質問に、西山成先生から「讃樹會は在校生の立場にたち、コロナ禍の中で何ができるかという時に、この検査というのは一つの手助けになるものではないかと思う。」と回答があった。
コロナに関する２点の追加予算が承認され、他の項目との最終調整は執行部で再度行うこととなった。
8.令和2年度研究助成金及び研究奨励金の審査・決定
西内崇将学術局長より、選考過程についての説明があった。研究助成金4件、研究奨励金2件の申請があり、学外評価委員16名の採点を集計した審査結果が資料とされた。その結果、評価委員による最高点を獲得した研究助成金部門の人見浩史先生（H8年卒）と研究奨励金部門の藤井喬之先生（H22年卒）が、理事の満場一致で受賞者に決定した。
9.令和2年度第1回国外留学助成金審査・決定
西内学術局長より、申請2件について、学術局長による第一次審査の通過と会費完納の報告があり、福長健作先生（H21年卒）と岡﨑智哉先生（H23年卒）それぞれに満額の25万円が交付されることが全会一致で決定した。ただし、現在のコロナ禍においては、留学が保留されているため、執行年度に関してはフレキシブルに対応して、実施が確定となってから助成金の交付が行われることとなった。 
 
10.名誉会員承認
秦　利之先生（周産期学婦人科学 2019年3月定年退官）、芳地　一先生（薬剤学　2020年3月定年退官）、窪田泰夫先生（皮膚科学2020年3月定年退官）の3名の特別会員（教授）が定年退官を迎えられたため、名誉会員にご就任いただくことについて、承認された。

11.讃樹會シンボルフラッグデザイン決定
平成29年度第1回理事会で発案され、平成30年度定期総会でフラッグ作成と予算10万円が決定した。それを受けて平成30年度第2回理事会で業者デザイン案複数が提示されたが決定に至らず、令和2年定期総会に持ち越された。総会での最終決定のための資料として事前アンケートで、デザインの人気順位をまとめた。
しかし、コロナ禍により令和2年定期総会が中止となったため、総会の代行を兼ねた今回の理事会で最終決定を行う予定であったが、①やはり総会で人数が集まったところで決めた方がいい、②主として国際交流に利用する目的で発案されたものであるが、コロナ禍で国際交流も止まっている現状では、慌てなくてもよい、という理由から、次回の総会で人数の多い状態で決めることとなった。

12.香川大学支援基金（修学支援奨学金事業）への対応
平川会長から経緯と校友会理事会における緊急学生支援金の現状について報告があった。
讃樹會としては、緊急学生支援金に関する現状説明を受けて、今回の寄附は見送り、今後第２波、第３波が来て更に学生の緊急支援が必要になり再度要請があった時、寄附を検討する。また、讃樹會の各会員に対しての寄附の依頼については、９月発行の会報に筧善行学長からの依頼文と振込用紙を同封することで対処することとなった。
また理事から、今後、要請があった際には、理事会は執行部に寄附の有無と金額を一任するので遅滞なく対処してほしいという意見があり、承認された。
　最後に、大西宏明理事長から、学生のアルバイトが減っている件に関して、医療行為はできないにしても人手不足で困っている医療機関も多くあると思えるので、香川大学を通して、学生のアルバイト先として相互の情報提供することはできないだろうか、執行部から香川大学に声掛けしてもらえないかという意見があった。
